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した。すなわち、格差が最も大きい場合、格差が中程度の場合、格差が全くない場合である。
以上の四通りの状況をまとめると、以下の表のようになる。 
 制度 中小国の発言権 例 





(3)中程度の格差 大国よりは小さいがある 大国と中小国代表による理事会 
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